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「公園から友好と平和の発信」

～ピースランタン、今後の展開～

　（一社）日本造園建設業協会　監事
内山緑地建設㈱　代表取締役社長　内山 剛敏

◆
　さて、前回の寄稿以来ずっとこの
ピースランタンを寄贈した平沼氏のこ
とが気になっており、どういう人物な
のか調べてみました。
　明治 12 年（1879）、現在の横浜市
西区平沼町で生まれ、明治 31 年に慶
応義塾大学を卒業後、家業の製塩業に
携わる。明治 41 年には 29 歳の若さ
で神奈川県議会議員、大正 13 年に衆
議院議員となり政治家として活躍す
る。スポーツ界においては、明治 44
年大日本体育協会副会長をはじめ、多
くの競技団体の会長を務め、日本陸上
競技連盟の初代理事長でもあった。
　戦後、昭和 26 年から昭和 34 年の
間横浜市長を務めた。在職中の昭和
29 年に、戦後初めての「初荷」を記
念して、横浜市からポートランドへ「友
好と平和のシンボル」として雪見灯篭
を寄贈する。

◆
　なぜ彼が初荷として雪見灯篭を選択
したかは定かではありませんが、この
灯篭は横浜とポートランドとの新しい
友好と平和を再構築するきっかけに
なったことは事実です。
　来年はこのピースランタンのレプリ
カが広島と長崎に設置されることにな
ります。
　来年の全国都市緑化フェアが広島で
開催されることもあり、日本中からま
た海外からも多くの観光客が訪れ、友
好と平和の象徴であるピースランタン
の背景について、大きな評判を呼ぶこ
とを期待します。

　２年前の「樹林」に第 33 回全国
都市緑化よこはまフェアと雪見灯篭

（ピースランタン）の里帰りについて、
寄稿させていただきました。
　戦後 10 年も経たない頃、当時の横
浜市長平沼亮三氏がアメリカのポート
ランドに「友好と平和の灯を点ずる」
として雪見灯篭を寄贈しました。月日
が流れ、２年前のよこはまフェアグラ
ンドオープンに 63 年振りに里帰りし
たというストーリーで、横浜公園の日
本庭園「彼我庭園」に設置され公開さ
れました。
　灯篭設置の背景について、大きな評
判を呼んだことは記憶に新しいところ
です。

◆
　今年の９月に久しぶりにポートラン
ド日本庭園でガーデンキュレーターを
務める内山貞文氏から連絡が入りまし
た。その内容は以下の通りです。
　「来年は日本中がオリンピック・パ
ラリンピックで騒ぐ中、原爆投下、そ
して終戦 75 周年を迎えます。ポート
ランド日本庭園はその 2020 年を「Year
　of　Peace・平和の年」と位置づけて
日本で、そしてヨーロッパでイベント・
活動を展開します。その一つとして、
被爆地：広島・長崎の平和公園に、ピー
スランタンのレプリカを贈呈すること
になっております。灯篭の設置は来年
４月下旬から５月上旬ごろ予定してい
ます。」とのことでした。
　広島平和記念公園と長崎平和公園
は、過去弊社で一部施工に携わらせて
いただいたこともあり不思議なご縁を
感じました。

2 0 2 0 新 年 造 園 人 の 集 い
2 0 2 0 年 1 月 6 日 ㈪  1 7 : 5 0 よ り
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皆様お誘いあわせの上、 ぜひご参加ください
（当日受付可能です。直接会場にお越しください）

法定福利費の内訳を明示した標準見積書の活用により、法定福利費の確保を図りましょう！

　第 57 回技能五輪全国大会が 11 月 15 
日から 18 日まで愛知県で 42 の職種に
渡り開催された。
　本大会は、23 歳以下の技術者を対象
に、造園職種は 16・17 日、小牧市総合
運動場にて、北海道から沖縄までの 24
都道府県より 34 名が出場した。晴れに
恵まれたものの、朝昼の寒暖差が激しい

天候の中、選手たちは日頃の技を競い
合った。
　造園職種の競技は 3.5 × 2.5 ｍの区画
に、施工図に示す庭園を支給された材料
を使い見栄えよく作庭するもので、競技
時間は 10 時間を標準とし、その後 30
分で作業打ち切りとなる。
　課題は、野面積みによる石積みや枯れ
池、敷石や小舗石舗装、乱張り舗装、垣
根の製作、高木及び中低木・下草花の
植付け、芝張りなどで、全員が 10 時間
30 分以内に競技を終了させることがで
き、34 の作品が出来上がった。
　この結果、㈱近江庭園（滋賀）前川航
平氏が金賞、日造協会員では岩間造園㈱

（愛知）の青木鴻太氏が敢闘賞を受賞し
た。
　大会の実施については、技能者育成の
ため、（一社）日本造園組合連合会と協
力し、日造協・技能五輪等部会や愛知県
支部会員が運営・実施に協力した。
　競技に参加した皆様には、今回の経験
を糧にさらに技術に磨きをかけ、造園業
界で活躍していかれることを期待した
い。

技術委員会 技能五輪等部会 坂元博明

造園競技の会場

課題に取り組む選手

金賞を受賞した前川氏の作品

技能五輪全国大会開催
日造協  青木鴻太氏が敢闘賞受賞

技能五輪全国大会　造園競技参加選手全員で記念撮影

政策懇談会で田丸副会長から４つの事項を要望
　日造協は、令和２年度予算・税制等に
関する要望について、11 月 7 日、自由
民主党予算・税制等に関する政策懇談会
において行った。
　当日は、日造協の田丸敬三副会長が出
席。会議では、田丸副会長から令和２年
度公園・緑地に関する予算等の要望を下
記の通り行いました。

記
一、都市公園等関係予算の確保・拡大

二、持続可能で魅力あるまちづくりに資
　　する公園緑地によるグリーンインフ
　　ラの整備促進や Park-PFI 等を活用
　　た官民連携による都市公園の整備促
　　進
三、都市公園の安全・安心対策、長寿命
　　化対策の支援の推進
四、東日本大震災復興事業予算及び熊本
　　地震復興関係予算の確保

会
員

公園・緑地に関する予算等を要望
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女性活躍推進部会の１年 －部会活動は協会内から外へ広がる－

　学会の目・眼・芽　第 103 回

マネジメントから地域経営へ
（公社）日本造園学会理事、兵庫県立大学自然・環境科学研究所教授　赤澤 宏樹

　阪神・淡路大震災からの復旧・復興
を大きなきっかけとして、造園分野で
も市民参加による緑のまちづくりや公
園のマネジメントが普及した。
　造園のハードはエイジングを前提と
して計画・設計され、施工後のマネジ
メントを通じた維持、管理、運営、育
成によって良好なエイジングが現実の
ものとなる。
　加えて、ソフト面では利用促進の継
続によって、愛着や場の使いこなし、
ルールやマナーからコミュニティまで
が醸成される。
　これらのマネジメントの結果が特別
な人材による特殊事例に収まらないよ

う、造園学会では多くのマネジメント分
野の学術論文が発表され、マネジメント
技術を技術報告集に掲載するなど、様々
な成果を検証し共有してきた。
　ランドスケープマネジメント研究推
進委員会も設置され、全国大会でのミニ
フォーラム開催や書籍出版を通じて、さ
らなるマネジメント技術の啓発に努め
ている。

◆
　この間、特定非営利活動促進法によっ
て非営利組織が造園空間のマネジメン
トに関わる基礎が整えられ、指定管理者
制度や Park-PFI によって民間企業のノ
ウハウや活力による新たな公園・緑地の

マネジメントも実践されてきた。
　マネジメント分野の学術、技術に関
する学会活動に参加してきて感じるこ
とは、個別の造園空間のマネジメント
から、周辺エリアへ効果が拡がり、市
街地性能やまちの価値向上に至る取り
組みがこの 10 年で増えたことである。
　人の流れを変え、新たな経済活動を
誘発する、つまり地域経営へ視座が拡
大してきている。
　必然的に、都市計画分野から公園を
はじめとする造園空間に寄せられる期
待も大きくなっている。
　我われ造園分野の専門家は、改めて
地域の中での造園空間のあり方を考え、
計画・設計から施工、マネジメントに
至る新たな技術開発と実践にチャレン
ジし、地域経営まで踏み込むことが求

められている。
　国内で始まりつつある公園（再）配置
計画の策定や、住区基幹公園群の一括指
定管理は、その兆しではないだろうか。

◆
　来年 5 月 22 日（金）～ 24 日（日）に、
兵庫県にて造園学会全国大会が開催さ
れる。
　大会テーマとして「地域経営とランド
スケープ」を掲げ、人口減少社会を迎え
た地域経営に造園分野がどのように寄
与するのか、見学会やフォーラムでの議
論を通じて考える。
　ポスターや論文の発表にも、官・学・
民・市民によるマネジメントや地域経営
に関する内容が期待されるので、是非参
加をお願いしたい。

平成から令和へ
　日造協ニュース 2018 年 10 月号への
部会報告からあっと言う間に 1 年が経
過した。部会開設から 5 年経過の平成
31 年で一区切り、令和元年が新たなス
タートの年となった。そこで、部会の活
動に大きな変化のあったこの一年を振り
返ってみたい。

１年間のあゆみ
－広がりをみせる部会の活動－

　部会で作成している「女子力アップで
二人三脚ワーキング」は、追記をしなが
ら 4 版へ、「造園建設業の仕事入門」は
部会員の積極的な取材活動により、男
前たちが登場する 2 版によって、女性
だけの冊子ではなくなった。今、この 2
冊は部会が活動を広げるためのツールと
なっている。他の委員会、部会、総支部、
支部活動にも是非使っていただきたい。
　部会開設当初より、女性の活躍を考え
るのは、女性だけでなく、次世代を担う
若い男性も一緒にと思っていたが、この
１年で地域リーダーズとの協働が実現し
ており、積極的にリーダーズのメンバー
が動き、しかけ、出前講座の実践を果た
している例もある。これは仕事や暮らし
の課題を男女で考えるうえで大きな前進
である。地域リーダーズに感謝！
　国土交通省が 5 年をかけた「もっと女
性が活躍できる建設業行動計画（H26）」
では建設産業女性活躍ネットワークが構
築された。我が部会も参入し、部会員が
参加している。26 年の計画は、建設業
界団体の代表者が中心となって計画策定
されたようだが、新計画策定は建設産業
女性活躍ネットワークの幹事長（土木）、
副幹事長（建築と造園）が参加して議論
を行っている。大いに女性の目線が活か
された計画となるであろう。乞ご期待。
また、東京都は、昨年の懇談会から一歩

進んで、本年はテーマ設定（①就業の継
続、②職場環境の整備）による 2 回のワー
クショップを実施することになり、これ
にも部会員が参加している。そして、（公
社）日本造園学会では新たに設置され
た「社会連携委員会」に、部会員からは
2 人が委員として参加している。さらに
は、業界の他団体の女性チーム作りにつ
いて、開設に関する相談係の役割も担う
ようになった。
　部会の活躍は建設業関連の団体が注目
するところであり、問い合わせがあれば
本部より日造協の案内と 2 冊の冊子等
を送付した後、取材を受ける機会が増え
ている。部会の存在のみならず造園建設
業への理解を促す機会にもなっているこ
とだろう。
　このように、最初は協会内の女性だけ
で始めた活動は、地域リーダーズ、業界
団体、東京都、国土交通省、日本造園学
会へと活動が広がることとなった。この
活動が「造園業界における女性活躍への
貢献」ということで私の母校である東京
農業大学から造園大賞をいただいた。こ
のことは、造園を教科に持つ大学が学術
のみならず社会貢献活動を評価したこと
に意味があり、喜ばしく感じられた。こ
の受賞は部会員が大いに奮起するきっか
けにもなった。

出前講座の実績
－日常の思考を吐き出す－　

　現在、注力して実施している出前講座
は 2 年目となり、参加者主体のセッショ
ンを重視し、参加の体感を大事に考えて
実施している。参加者は男女、キャリア
を問わず、経験年数でグルーピングし、
実施している。同年代は、先輩は、後輩は、
各社の代表者はどのような考えを持って
いるか？仕事や諸々の事柄について先輩
たちへの質問もあれば、ルーキーたちへ
期待する発言も聞ける。参加者から発す
る話題によってセッションは自由に進
む。これについては、設問を用意してい
ただければ、前もって考えてくるのに、
突然ふられて不愉快！というアンケート
の回答もあった。が、出前講座は各自が

日常の問題意識を確認する場である。前
もって用意した当たり障りないありがち
な答えは出前講座の期待するものではな
い。若手も社長も平等に、参加者全員が
緊張を継続し、全員が覚醒した時間は、
あっと言う間に過ぎるのである。昨年の
北海道を皮切りに年内の実績までを表に
示した。

行政も参加の出前講座
－横浜市造協・横浜市・日造協の協働－
　11 月末には（一社）横浜市造園協会
の若手による企画で、2 回目の出前講座
を実施した。前回同様、今回も市役所
から若手 10 名が参加した。１班約 8 名
の 5 班の構成で、参加者は概ねキャリ
ア 10 年前後の人が 40 名集結。テーマ
は「指導力を考える」である。小題は、
①こんな若手は評価できる。（上司の立
場でどこに評価視点があるか）②これま
での達成と悩み。（経験から伝えられる
ことや一緒に考えられることはなにか）
③こんな上司は願い下げ。（自分の将来
像を考える）とした。約 1 時間のグルー
プディスカッションとプレゼンテーショ
ンを行い、彼らの上司たちに感想を聞い
た。コミュニケーション力が必要という
意見があったが、ディスカッションは笑
顔と活気にあふれ、初顔合わせでも十分
なコミュニケーションができた。この雰
囲気で官民の垣根なく仕事ができるとい
いなぁと感じた。これを継続すれば、計
画決定した 2027 年の花博もうまくいく
のではと期待感いっぱいである。

出前講座による気づき
－農業高校への出前講座にも着手－

　本年は農業系の高等学校の出前講座も
実施している。高等学校は、学年別に応
じたきめ細かい対応が必要で、さらに父
兄も一緒に参加してもらえば仕事の理解
には良いように感じる。また、雇用に関
する先生の意見や要望も聞けることは、
担い手確保の足掛かりとなる。先生も企
業を知ることが生徒の就業に必要だと聞
き、ここでも学校と企業のコミュニケー
ションの必要性を感じた。また、横浜

市の例にある
よう行政の若
手も入れると
相互理解がで
き、プロジェ
クトの折にも
前向きで実質
的な話しがで
きることにな
ろう。男女年
齢関係なく参
加は言うまで
もない。

「造園の仕事とくらし」は造園に学ぶ
　取材を受けると何事も一つの方向に断
じたいのだなぁと感じる。記事をまとめ
るのは楽だろうが、それほど単純なこと
は何一つない。それで私の結論は、「何
事も時間をかけてゆっくりと」というこ
とになる。自然は雌雄があって子孫を作
り、じっくりと時間をかけて育つ。手の
かけ方は千差万別であるが、愛情と注視、
これがコミュニケーションとなって成長
を遂げると考えれば、何事も造園の根幹
に学ぶということであろう。部会活動は
6 年目で部会員はそれぞれが個性に磨き
をかけて活躍している。造園人として、
社会人としてどんな大樹に成長を遂げる
か楽しみである。

出前講座の実績
年月日 開催 会場

2018
05.31 北海道総支部 札幌
08.03 四国総支部 高知
12.14 沖縄総支部 那覇

2019
01.11 千葉大学 千葉大学
01.21 近畿総支部 大阪
01.31 横浜市造協・神奈川県支部 横浜
02.12 地域リーダーズ（全国） 京都
07.16 地域リーダーズ（関東） 群馬
09.06 東京都支部 東京
09.26 千葉県支部 千葉
09.27 埼玉県立熊谷農業高校 埼玉県立熊谷農業高校
10.04 沖縄総支部 沖縄県立中部農林高校
10.08 日本造園学会北海道支部 北大（学生・一般）
11.20 横浜市造協・神奈川県支部 横浜
12.21 東京都立農芸高校（予定） 都立農芸高校

お揃いのかりゆしで造園の仕事を説明する
沖縄地域リーダーズ 10/4

聞いている生徒たち 10/4 横浜でのワークショップ。議論伯仲！ 11/20

千葉大のチラシ

東京都支部の講座は多くの女性が参加  9/6 女子生徒もいる熊谷農業高校 9/27

活動報告 女性活躍推進部会部会長　酒井　一江
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　開会にあたり、松戸総リーダー、正本
事業委員長よりご挨拶いただきました。

第 1 部　講演①
　北海道開発局事業振興部都市住宅課長
の篠宮章浩氏より「国立民族共生公園白
老について」ご講演いただきました。
　この民族共生象徴空間は、国立アイヌ
民族博物館と国立民族共生公園で構成さ
れ、愛称の「ウポポイ」とは、アイヌ語
で「おおぜいでうたうこと」意味してい
ます。
　博物館は、北海道初の国立博物館で、
アイヌの歴史・文化に関する正しい認識
と理解を促進するとともに、新たなアイ
ヌ文化の創造及び発展に寄与することを
目的に、「ことば・歴史・世界・しごと・
くらし・交流」の 6 つのテーマに沿っ
た展示がなされます。
　公園では、舞踏や伝統楽器による公演
や木彫・刺繍の製作体験、ムックリ等の
演奏体験を通じて、アイヌ文化を体感で
きるフィールドミュージアムとなってお
ります。
　講師からは、施設の紹介以外にも、ア
イヌ政策に関する主な経緯や、古式舞踏・
言語等のアイヌ文化について説明があり
ました。「ウポポイ」は 2020 年 4 月 24
日にオープンです。

第 1 部　講演②
　㈱真鍋庭園緑化の真鍋憲太郎氏より

「北海道ガーデン街道の取組等について」
ご講演いただきました。
　北海道ガーデン街道とは、2007 年に

婦人雑誌の「ガーデン巡りの旅」という
特集がきっかけで、十勝千年の森の林克
彦氏が 7 つのガーデンに参集を呼びか
けたのが始まりで、ＴＶドラマの放映、
ガーデンアイランド北海道（GIH）のシ
ンポジウム開催、アドバイザーの導入を
経て、現在は 8 つのガーデンが集中し
ている、大雪～富良野～十勝を結ぶ全長
約 250km の街道です。
　講師からは、自身の経営する「真鍋庭
園」をメインに 8 つのガーデンの紹介
や、各ガーデンの若者が参画基準・広報
手段・運営方法・目標・イニシャルコス
トと継続性などについて自分達の納得の
いくルールを明確にして取り組まれてい
ることをお話しいただきました。

第 2 部　地域リーダーズ 10 周年記念講演
　「地域リーダーズ発足 10 年目を迎え
て」と題し、古積サブリーダーのコーディ
ネートで歴代総リーダーの四宮繁氏、森
川昌紀氏、當内匡氏、現総リーダーの松
戸克浩氏にそれぞれの年代での課題や活
動、新しい取り組みについてご報告いた
だきました。
　四宮氏からは、地域リーダーズの立上
げから設立に係わる経緯やルールづくり
について、森川氏からは、毎年の勉強会
開催の定着と新たな取り組みとなる会員
拡大事業への協力等について、當内氏か
らは、スカイプ会議の本格導入、造園環
境緑化産業団体若手交流会への参加等に
ついて、松戸氏からは、女性活躍推進部
会との連携、今後の活動展望についてお
話しいただきました。

　10 年分の活動報告ということで、皆
様に熱く語っていただき、地域リーダー
ズ活動の 10 年の重みを感じることがで
きました。

　閉会にあたり、嘉屋北海道総支部長よ
りご挨拶いただきました。

第 3 部　交流会
　古積サブリーダーの開会挨拶、四宮北
海道支部長の乾杯で交流会が始まり、中
盤には各総支部リーダー、昨年度よりご
参加いただいている女性活躍推進部会の
メンバーが壇上に上がり、支部メンバー
の紹介やＰＲを行いました。
　また、福島広島県支部長より 2020
年 3 月開催の「ひろしま　はなのわ　
2020」の案内がありました。
　最後に、岩間幹事から来年度の中部総
支部での勉強会開催についての案内と締
めの挨拶で閉会となりました。

第 4 部　見学会　
　2 日目は、見学先とバスの定員を考慮
し、2 班に分かれて、モエレ沼公園と北
海道大学植物園を見学しました。

モエレ沼公園
　モエレ沼公園は、彫刻家イサム・ノグ
チが基本設計を行った札幌市を代表する
総合公園で、広大な敷地には公園のシン
ボルであるガラスのピラミッド、標高
62 ｍのモエレ山、噴上高 25 ｍの海の
噴水等の施設が整然と配置されており、
自然とアートが融合した美しい景観を楽

しむことのできる公園です。
　見学会ではガラスのピラミッド内で公
園の造成から完成までの経緯や設計者の
イサム・ノグチについて、モエレ沼管理
事務所の松本所長よりご説明いただきま
した。説明後は公園内を自由に散策しま
した。

北海道大学植物園
　北海道大学植物園は、札幌駅から徒歩
で 10 分の市街地の中心部にあり、緩や
かな起伏に富む地形と豊かな水、ハルニ
レの巨木等、札幌の原始の姿を今に伝え
る貴重な場所である一方で、大学の施設
として教育と研究、植物の系統保存の役
割を果たしています。
　見学にあたっては、樹木医の阿部先
生、豊田先生に、植物園の歴史や園内の
樹木・建造物の説明を受けながら散策し
ました。博物館内では絶滅した動物など
の剥製、北方民族博物館ではアイヌ民族
が実際に生活で使用した道具等をみるこ
とができました。

昼食　サッポロビール園
　見学の最後は、サッポロビール園にて
ジンギスカンと生ビールを堪能しまし
た。多少の時間差ありましたが、参加者
全員での昼食となりました。

最後に
　今回は北海道開催ということで、北海
道総支部並びに、（一社）北海道造園緑
化建設業協会の皆様には、開催準備から
当日の手伝い等、多大なるご理解とご協
力を賜りましたことに感謝申し上げます。

　地域リーダーズ発足 10 年目を迎えるにあたり、2019 年度地域リーダーズ勉強会
を第 1 回の開催地である北海道総支部（札幌市）にて、10 月 7 日、8 日の 2 日間で
開催しました。今回は全国から 157 名の方にご参加いただき、1 日目の講演会では
2020 年白老にオープンする国立民族共生象徴空間の紹介、ガーデン街道北海道の取
り組み、また今年度で 10 年目を迎える地域リーダーズの現在までの活動について振
り返りました。講演会後は、全国からの参加者及び（一社）北海道造園緑化建設業
協会の皆様と交流会を行いました。2 日目は、あいにくの天候となりましたが、モエ
レ沼公園・北海道大学植物園を見学し、昼食にはサッポロビール園でジンギスカン
を堪能。札幌駅で解散し、2 日間の勉強会を無事終えることができました。

講演会のようす

交流会のようす

モエレ沼公園での見学 北海道大学植物園での見学

サッポロビール園での昼食

2019 年度　地域リーダーズ勉強会報告
活動報告 北海道総支部　地域リーダーズ　阿部　哲也
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書をしてから会社へ出勤することもあり
ます。
　いつもの日常でも朝の時間に少し変化
があるだけで、違った気持ちで一日を過
ごせるように感じます。

◆
　最近は、生産者の持続可能な生産と生
活を支えるフェアトレードの珈琲豆にも
関心を持っています。自分の嗜好品や趣
味が、遠く離れた国の誰かの暮らしにほ
んの少しでも貢献できることに魅力を感
じます。
　改めて考えてみても自分の暮らしの中
での珈琲の存在感は大きく、これからも
珈琲のある暮らしを楽しんでいきたいと
思います。

成ったものです。
　皆さんも一度食べたら、きっと他の枝
豆では物足りなくなる事に間違いないと
思います。

◆
　平成 26 年に鶴岡市は、ユネスコ食文化

　鶴岡は、日本海沿岸部の
新潟県に隣接する人口約 13
万の都市で面積は東北地方
で最も広い市です。
　市の中心市街地は、鶴ヶ
岡城を中心とした江戸時代
の庄内藩または、鶴岡藩の
城下町として栄えた町であ
ります。
　郊外には、「西の伊勢参り、
東の奥参り」で有名な出羽
三山（月山、湯殿山、羽黒山）
を眺め、広大な庄内平野が
広がる有数のお米の産地で
あります。

◆
　特に食では、お米のブラ
ンド「つや姫」と枝豆の「だ
だちゃ豆」などが国内での
トップクラスのブランド商
品となっており、「だだちゃ
豆」は大手ビールメーカー
の CM で 女 優 の 中 山 美 穂
が食べて絶賛するところを
放送され一気に全国に名が
知れてトップブランド化に

編集後記　今年もすでにインフルエンザが流行りだしているようです。これまでは気力で乗り切り
30 数年かかっていませんが、そろそろ予防接種をはじめようかと思います。年齢も年齢なので…。
会員の皆様もどうかお体を大切に、よいお年をお迎えくださいませ。
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事務局の動き
【11 月】
  5 ㈫・広報活動部会
  6 ㈬・北海道総支部・支部交流会	
  7 ㈭・北海道開発局・環境事務所、意見交換会
         ・予算・税制等に関する政策懇談会
  8 ㈮・植栽基盤診断士認定試験（実地試験）東京～ 10
12 ㈫・関東・甲信総支部・支部交流会
13 ㈬・建専連全国大会
14 ㈭・「新たな公民連携のあり方」
　　　 Park-PFI シンポジウム ( 北海道 )
15 ㈮・技能五輪全国大会～ 18
         ・技能五輪等部会
18 ㈪・UR との技術意見交換会
         ・建設キャリアアップシステム能力評価基準打ち合わせ
         ・事業委員会（事業企画部会）
         ・資格制度委員会（新規制度等部会）
20 ㈬・` 出会いが大切 ` 造園の仕事 ` 出前講座

（横浜市造協、神奈川県支部）
21 ㈭・植栽基盤診断士認定試験（実地試験）大阪～ 22
22 ㈮・北陸地方整備局との意見交換会
         ・北陸総支部・支部交流会
25 ㈪・都市の緑三賞表彰式
26 ㈫・中部総支部・支部交流会
         ・緑・公園関係団体協議会
27 ㈬・近畿地方整備局との意見交換会
         ・近畿総支部・支部交流会
28 ㈭・地域リーダーズ オンライン会議
29 ㈮・四国総支部・支部交流会

【12 月】
  3 ㈫・全国花育活動推進協議会 臨時理事会	
         ・広報活動部会	
         ・建専連企画部会
  4 ㈬・運営会議	
  5 ㈭・担い手３法・人材育成・働き方改革説明会
         ・地域リーダーズ オンライン会議
         ・安全部会
10 ㈫・植栽基盤診断士認定委員会 ( 試験部会 ) 
　　　 街路樹剪定士認定委員会 ( 試験部会 ) 
         ・造園施工管理技術検定委員会
11 ㈬・財政・運営部会
         ・新規制度等部会

12 ㈭・植栽基盤診断士認定委員会	
16 ㈪・街路樹剪定士認定委員会
18 ㈬・国際園芸博覧会検討会 ( 第 3 回 )
19 ㈭・総支部長等会議
21 ㈯・` 出会いが大切 ` 造園の仕事 ` 出前講座
                                               ( 都立農芸高校 )

【1 月】
  6 ㈪・新年造園人の集い
15 ㈬・造園基金会議
16 ㈭・登録造園基幹技能者講習（富山）～ 17
17 ㈮・沖縄総支部交流会
23 ㈭・登録造園基幹技能者講習（東京）～ 24
25 ㈯・全国造園デザインコンクール予備審査会
26 ㈯・全国造園デザインコンクール審査会
28 ㈫・` 出会いが大切 ` 造園の仕事 ` 出前講座

( 九州総支部 )
         ・事業委員会（造園フェスティバル部会）

委員会等の活動
●広報活動部会
　11/5　日造協ニュース 11 ～ 2 月号の内容等に
ついて審議
●技能五輪全国大会
　11/15-18　愛知県小牧市で実施した大会に協力
●事業企画部会
　11/18　グリーンインフラに関わる要望・提言資
料の作成及び温水を利用した除草工法の取り扱い等
について審議
●登録造園基幹技能者講習
　10/31-11/1　登録造園基幹技能者講習を大阪で
実施
●植栽基盤診断士認定試験 ( 実地試験 )
　11/8-10 　植栽基盤診断士認定試験 ( 実地試験 )
を東京で実施
　11/21-22 　植栽基盤診断士認定試験 ( 実地試
験 ) を大阪で実施
●新規制度等部会
　11/18　「公園・緑地樹木管理士」の資格制度に
ついて審議
●女性活躍推進部会
　11/20　出前講座を実施（横浜市造協、神奈川県支部）

羽黒山　国宝五重塔

　忙しく過ごす日常の中で、珈
琲の香りが漂ってくると気持ち
がほどけていきます。
　両親の影響で珈琲好きになっ
た私は、どんなに忙しい朝でも
必ずドリップで淹れたものを飲
み、自分のスイッチを ON にし
て会社に向かいます。
　仕事から帰り、家事がひと段
落ついた後にはミルクをたっぷ
り入れた珈琲を。ウイークデー
の日常はいつでも珈琲で始まり
珈琲で終わります。

◆
　休日には買ってきた焙煎豆を
自分で挽いて珈琲を淹れます。
珈琲豆の香り、ミルで豆が挽か
れていく音、ドリップで立ち上
がる湯気。珈琲を入れるまでの
一つ一つの過程にもまた魅力が
あります。
　最近は家でまったりと珈琲を
飲みながら読書をすることが、

週末の楽しみの
定番になってお
り、そのような時
間は仕事や日常
を忘れさせてく
れます。

◆
　また、職場から

駅へ向かう裏通りにひっそりと佇む珈琲
店があります。
　仕事帰りに珈琲豆を買って帰ること
や、時々、朝早く家を出て、ここで店の
主人が丁寧に淹れた一杯を飲み、少し読
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創造都市に日本で唯一の認定をされまし
た。
　昔からこの庄内は海、山、ともに食が
豊富な地域で在ることに、太鼓判を戴い
たのです。
　もう一つの自慢が、文学作家を多く輩
出している地域でもあります。古くは高
山樗牛、現代では芥川賞の丸谷才一、直
木賞では藤沢周平、佐藤賢一等々。
　その中でも全国的に人気の高い小説家
の藤沢周平の作品は、数多く映画化をさ
れ、全てがヒット作品として映し出され
ております。
　そのお陰で、休日になると市内に小説
や映画に出てくる場所を訪ねるために多

くの観光客などが絶え間なく来鶴してお
ります。
　以上のような豊かな食と文化に特徴あ
る鶴岡へ、ぜひ一度お立ち寄り下さい。

土田　一彦（㈱土田造園）

出羽三山 鶴岡市由良海岸

つや姫と
だだちゃ豆

鶴岡市　内川端
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で ことがある方へ、大切なお知らせです。建設業界 2年以上働いた

退職金
働いていたのは、もう随分前なのに

私は、 もらえました！

年齢問わず建設業界で
２年以上現場作業に
従事したことがある方

建設業退職金
共済手帳を
持っていた方

退職金を
受け取っていない
可能性がある方

もしかして、あなたも？以下のポイントをチェック けんたいきょう
独立行政法人 勤労者退職金共済機構

〒170-8055 東京都豊島区東池袋 1-24-1   TEL 03-6731-2866
建設業退職金共済事業本部

建退共 検索www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp

0120-246-811
お心当たりのある方は、まずはお電話下さい。

建設業退職金共済事業本部では、建設業界で2年以上現場作業に従事して
いたことがあって、まだ建退共に退職金を請求していない方を探しています。
特に、公共工事に従事されていた方は、退職金を受け取れる可能性があります。
●お問い合わせいただいた内容をもとに、調査をし、結果を文書にて回答いたします。なお、こちらからお電話
することはありません。  ●調査には時間を要しますことをあらかじめご了承ください。  ●お預かりした個人情報
は、法令等に基づき適正な管理と保護に努めるとともに、加入照会業務上の必要な範囲内で利用いたしますの
でご了承ください。  ●ご不審な点がありましたら、建退共のホームページでご確認ください。

■受付時間は、土曜・日曜、祝日、年末年始を除く平日の9:00 ～ 17:00（おかけ間違いのないよう、ご利用の
際は番号をよくお確かめください。）　■受付期間は、令和元年12月2日（月）～令和2年1月31日（金）となっ
ています。受付期間を過ぎますと不通となりますことをご了承ください。　■大変混雑することが予想されます
ので、かかりにくい場合は、いったん切っておかけ直しください。

　第 46 回「全国造園デザインコンクー
ル」の応募受付は、令和２年 1 月 6 日
㈪から 1 月 16 日㈭となっています。

ミルで豆が挽かれていく音も魅力

最近は珈琲を飲みながらの読書の楽しみ

「全国造園デザインコンクール」受付迫る 2020/1/6-1/16
応募要項は、日造協ホームページに掲載

しています。高校生・大学生をはじめ多

数の方々のご応募をお待ちしています。


